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1. 背景・⽬的 
1-1. 問題意識 

2019 年 1 ⽉から猛威を奮っていた新型コロナウイ
ルス感染症は 2023 年 5 ⽉に、２類相当から季節性イ
ンフルエンザと同様の 5 類感染症に変更された。この
発表にともない⼤学の授業にも変化が⾒られ、令和 5
年度授業実施については、教育副学⻑名で「対⾯授業
を基本として実施する」と発表されている[1]。しかし
その⼀⽅で、３学⾷堂（2020 年 7 ⽉より休業、テーブ
ル・席のみ開放）はアフターコロナに対応しきれてい
ないと考える。昼休みの３学⾷堂は学⽣が多く混雑し
ており（図 1）、席がなく座ることができない学⽣が多
く⾒られる。その要因として以下の４つを挙げる。 
① ⼤学内の学⽣の増加 
② 座席数がコロナ前よりも少ない（感染対策として間

引きを実施したままの状態） 
③ デッドスペースが多い 
④ ３学⾷堂の閉店による⾷堂の利⽤⽬的の変化・多様

化（⾷事外利⽤の増加） 
これらの要因が３学⾷堂の混雑を招き、学⽣にとっ

て、時間価値の損失及び昼⾷機会の喪失が危惧される。 
 

 
 

1-2. 問題提起 
社会全体がウィズコロナからアフターコロナへの
転換期を迎え、経済活動の再開や感染症対策の緩和
を図っている今、３学⾷堂も転換期を迎えている。
そこで、前述した３つの混雑理由をふまえ、転換期
の混雑緩和を⽬指すとともに、その後も⾒据えた３
学⾷堂のアフターコロナの新しい形を確⽴させるべ
きであると考えた。 
 

1-3. ⽬的 
ここでは⾷堂の混雑を「⾷堂滞在⼈数を席数で割っ

た値が１以上であるとき」と定義する。 
本研究では、昼休み時間の３学⾷堂において、⾷堂
への⼀極集中を避け、回転効率を上げるために、以下
の 2 点の実現による混雑緩和（座席占有率が常に
100％未満で潜在的待ち⼈数を０にすること）を⽬的
とする。 
① ⼈を分散させること 
② 座席利⽤の効率化を図ること 
 
2. 本演習の全体的な流れ 

前節で⽰した⾷堂混雑緩和のための 2 ⽅策を達成し、
混雑緩和を遂⾏するため、以下の流れを実施する。 

 
1.先⾏研究の調査 
過去の演習や他の先⾏研究において取り上げられ

ている⾷堂の混雑緩和問題の事例を調査し、本演習に
役⽴てる。 
2. 現地調査 

３学⾷堂の混雑状況の定量的な把握を⾏う。 
3. 学⽣対象アンケート 

学⽣の利⽤実態と混雑認識を理解し、ニーズを分析
する。 
4. ヒアリング 
提案の実現可能性や妥当性を検討するために、⼤学

の関係部署や事業者の意向を把握する。 
5. 実証実験調査(中間発表後に実施予定) 

アンケートやヒアリングをもとに、混雑緩和を⽬的
とした⽅策を講じ、定点カメラでの計測と事後アンケ
ートで混雑緩和効果を検証する。 
 
 
3. 過去の演習から得られる知⾒[2] 

・2010 年社会的ジレンマ班 
⼼理的⽅略としては混雑ピーク時間を避けるよう

な協⼒⾏動を促すポスター掲⽰などを⾏い、意識変化
を起こすことに成功した。構造的⽅略としては機能改
善を⽬的とした扉の開放、机の配置換えなどを⾏い、
ピーク緩和に繋がった。 

・2012 年スマートキャンパス班 
学⽣へのヒアリングから、デッドスペースの問題、

混雑緩和、ニーズに合った空間づくりに着⽬して調査
を⾏い、カウンター席・テラス席・ハイテーブルを設

図 1 ３学⾷堂の昼休みの様⼦ 
(撮影⽇：2023/10/30) 



置した結果、混雑緩和の傾向が⾒られた。 
・2017 年スマートキャンパス班 
カウンターにスピード席を設置し、混雑ピーク時に

できる限り早く退席してもらうことで席の回転率を
上げることを試みたが、改善は⾒受けられなかった。
また、机の配置換えを⾏うことで⼤⼈数席の座席稼働
率が向上した。 

・2022 年 ５班（サステナビリティ班） 
⾷堂の混雑解消と収益増加を⽬標とし、３学⾷堂で

お弁当の販売を⾏った。弁当販売は混雑解消には直結
しなかったが、回転率の向上や利⽤者の増加という成
果が得られた。 

 
 
4. 調査 
4-1. 現地調査 
３学⾷堂の机と椅⼦の配置について 

本研究にて、混雑緩和を図るために対象とする３学
⾷堂を図 2 にて⾚⾊で⽰す。また、現在の３学⾷堂の
机の配置図を図 3 に⽰す。 
現在の 3 学⾷堂の空間利⽤の問題点として、以下の

2点があげられる。 
① 机の⼤きさから推定される椅⼦の数に対して、現在

の椅⼦の数が顕著に少ない（126 脚に対して 72脚。
11 ⽉ 7 ⽇時点） 

② 机同⼠の空き幅が狭く、⼈が通れるスペースが⼗分
に確保できていない（図 4） 

 

 
 

 

 
4-2. 授業形態の調査 

⼤学授業の実施形態について 
コロナ禍を経て学⽣がどの程度⼤学に戻ってきて

いるかを把握することを⽬的に、社会⼯学類開設科⽬
（計 88コマ）の授業形態の変化を調査した。 
調査⽅法： 
KdB からシラバスをダウンロードし、授業形態を

対⾯、オンライン、オンライン併⽤の３つに分類した。
コロナウイルス感染拡⼤前の 2019 年度から 5 類移⾏
後直近の 2023 年度の計 5 年分を調査した。 
調査結果： 
5 年分の調査結果を図 5 に⽰す。本年度（2023 年度）
における対⾯授業数はコロナ感染拡⼤が開始する前
の 2019 年度の 55％になり、2019 年度は開講数０だ
ったオンライン授業は 22 コマに増加した。2022 年度
から 2023 年度にかけて、対⾯授業は 2.8 倍になり、
⼀⽅でオンライン授業は半分以下に減少した。 

 
4-3. アンケート調査 
現在の３学⾷堂利⽤者の実態を明らかにするため、
主に学⽣を対象とするアンケート調査を実施した。 

 
調査⽅法：Webアンケート 
収集期間：11/8-11/9 
対象者：筑波⼤学学類⽣・⼤学院⽣・教職員 
回答者数：61(有効回答数 54) 

図 2 ３学⾷堂の場所[3] 

図 4 通路の様⼦ （撮影⽇：2023/11/7） 

図 3現在の机配置図(2023/11/7 時点) 

図 5 コロナ前後５年間の社⼯開設科⽬の授業形態 
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調査結果： 
図 6 より、54 名のうち、91％が３学⾷堂で混雑を

感じていることが分かった。また、混雑を感じる要因
として最も多く挙げられたのは、「席がない」と「⼈が
多い」であった(図 7)。次に昼休みの利⽤時間につい
ては、昼休み開始５分後（11:30）にピークがあり、そ
の後 12:00 まで滞在している⼈が多くいることが分か
った(図 8)。 
最後に、混雑緩和の具体的⽅策として我々が検討し

ている「⼈の分散を⽬的とした他スペースの活⽤」に
関して、回答者の 70%が「利⽤したい」と回答してお
り、⾼い需要が⾒込めることが分かった（図 9）。これ
らの調査結果より、我々が⽴てた⽅策である、⼈の分
散（他スペース利⽤）と座席利⽤の効率化（机配置変
更等）は混雑緩和⽅策として効果が⾒込めると考える。 

 
 

 
4-4. ヒアリング 

３学⾷堂の現状や利⽤⽅針を把握することと⾷堂
混雑緩和⽅策案の実現可能性を探ることを⽬的に、⾷
堂の管轄である学⽣⽣活課にヒアリングを実施した。 
 
実施対象者：学⽣⽣活課厚⽣係⻑ 奥村様 
実施⽇時：11 ⽉ 2 ⽇ 15:00~15:45 
実施⽅法：対⾯ 
ヒアリングの質問項⽬と回答は以下の通りであった。 
 
Q1.⾷堂の座席数を増やすことの可否 
A1. 可。椅⼦はコロナ前の個数に戻したいと考えては
いるが、椅⼦が平砂にあるため、運搬や掃除などの労
⼒的に後回しになっている。 
Q2.机・椅⼦の配置換えの可否 
A2.可。 
Q3.３学の⾷堂に新たに店を⼊れる計画の有無 
A3.⼊れたいが⽬処は⽴っていない。 
（メンテナンスなど費⽤⾯の懸念） 
Q4.キャッシュレス決済の導⼊意向の有無 
A4.⼤学側から店への強制は不可。 
設置の経費や利⽤料の観点から名店街(中華店、カレ
ー店)はあまり積極的でない。 
Q5.観測⽤定点カメラの設置の可否 
A5. 可。ただしぼかし加⼯などを⾏い、個⼈の特定が
できないようにすること 
Q6.荷物置きのカゴの設置の可否 
A6.カゴは⼿元にないので購⼊する必要があるが、便
利だと思うので検討の余地がある。 
Q7.丸善前の芝⽣にテラス席を設けることの可否 
A7.否。そういう案もあるが 3 学での検討は厳しい。 
Q8.旧⾷堂に⾳楽をかけることの可否 
A8.否。誰もが使える場としては選曲の難しさもあり
厳しい。 
Q9.3A棟 1Fの旧丸善のスペースのハイテーブルを使
いやすい座席に変えることの可否 
A9.否。好んで使う⼈もいるし、現在使⽤できているの

図 9 他スペースの利⽤の需要 
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図 8 ３学⾷堂の主な利⽤時間帯 
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図 6 ３学⾷堂で混雑を感じるか 
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で優先順位は低い。 
Q10.⾷堂にポスターや三⾓柱を掲⽰することの可否 
A10.否。ごみが⾷べ物に⼊る可能性もあり、衛⽣⾯的
に許可していない。 
 
加えて昼休みの⾷事⽬的の教室利⽤及び屋上利⽤の
確認を⽬的とし、メールにてシステム情報エリア⽀援
室の増⽥様にもヒアリングを実施した。 
実施対象者：シス情⽀援室教務 増⽥様 
実施⽇時：10 ⽉ 30 ⽇-10 ⽉ 31 ⽇ 
実施⽅法：Eメール 
ヒアリングの質問事項と回答は以下の通りであった。 
 
Q1.昼休みに教室を飲⾷スペースとして開放すること
の可否 
A1.可。ただし「各⾃綺麗に使⽤する」ことを前提とし
て呼びかけを⾏うこと。 
Q2.3A棟屋上を昼⾷⽬的で利⽤することの可否 
A2.否。危険防⽌の観点から⽴ち⼊りが規制されてい
るので昼⾷⽬的の利⽤は厳しい。 
 
ヒアリングを通して、⼤学としても、コロナ前の環 
境に戻したいとは思っているものの、実際にはまだ動
けていないということが分かった。このことから、本
演習では、混雑状況を緩和することを第⼀の⽬的とし
ながらも、コロナ前の状態に単に戻すだけではなく、
現在の学⽣のニーズに合わせた⾷堂利⽤策を練る必
要性を感じた。 
 
5. 今後の展望 
中間発表以降の取り組みとしては、まず 3 学⾷堂内

の座席数をコロナ前の数に戻し、⼈の分散を⽬的とし
た空き教室(3 学⾷堂に近い 3A203,204,207,209 など)
のいずれかの開放を⾏う。また、席利⽤の効率化を⽬
的とした机の配置替え、席の⽬的別分類、相席やぼっ
ち席の配置を⾏う。机の配置換え案として現在考えて
いるものを図 10 に⽰す。席数を現在の 72 席から 122
席へ増やし、机同⼠を離して配置することで移動しや
すくなり、同時にデッドスペースを減らすことができ
る配置である。各通路の幅を 800mm以上設け、かつ
つくば市⽕災予防条例第 55 条[4]に準じ、避難経路を
1200mm設けている。また、席の⽬的別分類について
の現在の案を図 11 に⽰す。急いでいる⼈やゆっくり
している⼈で席を分け、回転率の改善を⽬標とする。 
これらを実施する際には 3 学⾷堂内の２か所にカメ
ラを設置し、施策の実施前後での混雑度合いや利⽤者
数の変化を調査する。あわせて事後アンケートも実施
する。 
空き教室開放の周知⽅法はとしては、学類 LINE 等

を⽤いた宣伝や紙媒体での宣伝を考えている。また、
開放教室のごみなどの対応については、周知させる際

に注意喚起することに加え、教室内の⿊板を⽤いて再
度呼びかけを⾏う予定である。 

以上より、混雑緩和によって学⽣がより使いやすい
⾷堂を⽬指して、最終発表で提案を⾏う予定である。 
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図 10 机の配置案 

■ゆったり席 奥に配置

■スピード席 ⼿前のカウンターに設置

図 11 席の⽬的別分類の案 


